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学生時代の研究生活雑感

理学部准教授 山 本 大 輔

ことし平成２３年４月に理学部物理科学科に赴任い

たしました。日頃、研究室の学生さんを指導する中

で、自分の学生時代はどのようであったか、と思い

起こすことが多くなりました。そこで本稿では、私

が学部生・大学院生時代を過ごした名古屋大学理学

部物理学科での研究生活について思いつくままに

綴ってみたいと思います。いかんせん、当時の記憶

が定かでない部分もあり、正確さを欠く記述がある

かと思いますが、ご容赦いただければと思います。

最後までお付き合い頂ければ幸いです。

研究室での研究

私が選んだ研究分野は生物物理でした。配属先の

研究室を決めるときに、「ナノメートルの針でピコ

ニュートンの力を制御しながらタンパク質の構造を

解析し・・・」という文句に惹かれ、研究内容はよ

くわからないけれども面白そうだという理由で研究

室を選んだ記憶があります。当時の私にとっては、

入口を決めるには十分な理由でした。

前述の「ナノメートルの針でタンパク質の構造を

解析する」装置とは、原子間力顕微鏡のことで、有

機物無機物を問わず表面構造を解析するツールとし

て広く使われています。私が４年生で与えられた研

究テーマは、液体窒素温度でタンパク質を観察でき

るクライオ原子間力顕微鏡を「作る」というもので

した。このような装置は当時市販されておらず、自

作するしかありません。私が研究室に入ったときに

は、すでに試作品がありました。それは市販の装置

を分解して改造したもので、ノコギリで切ったアル

ミ材を組み、アクリル板を張り合わせ、保温ナベに

液体窒素を溜め、マットレスで防音壁を作るという、

まさに手作り装置の名にふさわしいものでした。装

置の材料は全てホームセンターで購入したもので

しょう。今思えば随分と思い切った装置ですが、大

学４年生の私は実験装置に関して無知でしたし、多

少はびっくりしたものの、「これで研究装置として

成立するのだ」と素直に受け入れていたと思います。

しかしながら、案の定といいますか、装置の改良

を始めてからは悪戦苦闘の連続でした。測定してみ

ると、いろいろと問題点が出てくる。ほんの少しの

改造では対処しきれない。解決するために何をどう

直したら良いのかわからない。最初の「これで良い

のだ」という先入観があったのでしょう、装置の設

計からやり直さなくてはならないと気づくまでに随

分と時間がかかりました。

それからは大学の金工室で油まみれになりながら

旋盤とフライス盤をまわす日々です。金工室の技術

職員の皆さんにもかわいがってもらい、充実した設

備と指導の下で装置の製作に励めたことは幸いでし

た。しかし装置開発は、経験のある方はおわかりに

なるかと思いますが、時間がかかります。まわりの

友人が着々とデータを出している頃に自分はまだ装

置を作っている。このままで良いのだろうかと、だ

んだん焦りも出てきます。学生時代を通して振り返

ると、良い時期も悪い時期もありましたが、研究室

のメンバー、近所のラボの人たち、技術職員・事務

職員の方々など多くの方に励ましてもらい、支えて

もらえたことに、今でも感謝しています。特に指導

していただいた恩師には最後まで長い目で見て頂い

たことをありがたく思います。

研究室や周囲の人々のこと

研究室のメンバーは、おそらく多くの研究室でそ

うであるように、夜遅くまで研究室にいる人がたく

さんいました。なかには、一体いつ帰っているのだ

ろう、と思うくらい研究室にずっといる人もいまし

た。このような環境でしたから、私も自然に夜遅く

まで大学にいるようになりましたが、いま思えばこ
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れについては反省することが多くあります。私は自

宅から通っていましたが、普段から夜中に帰宅する

ことで家族に心配や迷惑をかけてしまいました。学

生は学問をするのが本分とはいっても、周囲のひと

に迷惑をかけても良いということにはなりません。

家族との生活をもっと大事にするべきだったと思っ

ています。

朝から晩まで（昼から夜中まで）みな本当によく

実験したものです。口ではつらいつらいと言ってい

ても、研究が楽しかったのだと思います。しかし、

研究が楽しいとは言っても、楽ではありませんから

ストレスが溜まります。私がいた研究室では、スト

レスのはけ口をタバコに求める人が他の研究室と比

べて多かったようです。ソフトな喫煙者はヘビース

モーカーに、非喫煙者でもスモーカーになる人が何

人かいました。研究室のスモーカーが灰皿のまわり

に集まって「ヤニーズだね」などと言いながら、実

験の話をしていたことを記憶しています。研究室は

厳しくもありましたが、どこか和気あいあいとした

雰囲気がありました。そのせいか、研究室に事務職

員さんや近所のラボの方が訪ねて来られることがた

びたびでした。

わたしの研究テーマの装置開発をサポートしてく

ださった技術職員さんがいます。サポートしてくだ

さったのは研究だけではなく、精神面でも大きなご

支援をいただきました。研究の話だけでなく、プラ

イベートのことなど色々な話題について日常的にお

話させて頂きましたが、研究がうまく行かない時期

などには、この雑談に随分と救われた面があります。

そして時々、研究室の学生何人かと一緒に、大きな

車でバッティングセンターに連れて行ってもらいま

した。夕方実験を終わらせてバッティングセンター

に行き、帰りは王将でカラ揚げ定食を食べるのがお

決まりのコースです。その当時一緒にバッティング

に行ったメンバーとは、今も変わらぬお付き合いを

させてもらっています。

物理図書室の向かいにプレプリントセンターとい

うところがあり、司書さんがひとりいました。とき

どき部屋にお邪魔して、理学部の古い話を聞かせて

頂いたり、私のたわいもない愚痴を聞いてくださっ

たり、色々なことについてお話をさせていただきま

した。私がひょっこり部屋をのぞくと、「よぉ、自

分でコーヒー入れてそこに座りな」というふうに迎

えてくれました。お忙しいにもかかわらず、少しも

嫌な顔をせずによく相手をして下さったものだと思

います。私にとっては、研究室と少しはなれたとこ

ろからの意見を伺える貴重な場でした。

名古屋大学の物理学科には生物物理の研究室が４

つあり、それぞれ独自の研究を展開しています。研

究室間の交流は盛んで、合同の研究発表会や廊下で

の雑談など、情報交換する機会はたくさんありまし

た。外に出てから気づきましたが、当時のこのよう

な環境はとても恵まれたものでした。まず、自分の

専門と異なる研究に自然と触れることができるし、

わざわざ学会や研究会に行かなくても最新の情報が

入ってくる。そして、自分の研究を外部の研究者が

どのように考えているのか、肌で感じることができ

るのも大きなメリットだと思います。

おわりに

タイトルに雑感と書きましたが、思い出話のよう

になってしまいました。これまで述べてきましたよ

うに、学生時代は多くの方や環境からたくさんの恩

恵を受けました。周囲の方々との交流が、研究を進

める上で大きな推進力になっていたように思います。

これまでの経験を学生さんにフィードバックするこ

とで少しでも恩返しができれば、そして学生さんに

は有意義な研究室生活を過ごしてもらえるよう、微

力ながらつとめてゆきたいと考えています。
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研究雑話

マクロな視点から研究を診る
－幸せを求めて－

工学部教授 八 尾 滋

これまでのこと

人が文章を書く際には必ず目的があり、その内容

を端的に表しているのが表題である。ならばなぜ斯

様な表題を選んだのかを述べるため、まずこれまで

の研究者としての経緯を振り返りたい。

第一期（～１９９５年頃まで）

大学の博士課程を修了した後、企業において本格

的に（ここではサラリーをもらってプロとしてとい

う意味で）研究生活を始めたのが１９８６年のことであ

る。当時の企業研究は比較的自由闊達で、言い換え

れば割といい加減なところもあり、また俗な言葉で

表現すると「いけいけどんどん」的な雰囲気であっ

た。そのような中で、大学でも許されないような基

礎的な研究に取り組んでいたが、１９９５年頃から「成

果」というものが問われ出るようになってきた。学

会発表や論文発表ではない成果としてまずは特許出

願が一つの目標となり、質の良いものも悪いものも

あったが、発明者として登録されている特許の相当

数はこの時期に出願したものである。（なお、特許

成立率は約３割であり、悲観するほどは悪くないと

考えている。また同時に特許独特の言い回しや要点

の読み解き方などにも慣れることができ、これは後

程大変役立つことになる。）

第二期（～２００５年頃まで）

しかしながら基礎研究だけではなかなかつらいも

のがあり、同じ部署にいた若手研究者数名と協力し、

開発研究ネタの探索を開始した。高分子・有機合成

から無機・触媒まで多方面を食い散らかした結果、

ポリイミド多孔質膜とポリアミド多孔性粒子の２つ

のテーマの筋がよさそうだということで、本格的に

取り組むこととした（図はポリアミド多孔性粒子の

SEMイメージ：宇部興産�提供）。
本格的に取り組むといってもやらねばならないこ

とは三つある。一つは使ってくれそうなユーザーの

探索、二つ目は生産コストの低減、三つ目は工業的

に量産可能なプロセスの見極めである。これらは独

立ではなく常に絡み合っており、製品として採用さ

れるということはこの三者間に妥協が成り立つとい

うことである。この間採用の可能性のある企業ある

いは展開を考慮してくれそうな大学など、日本中の

いろいろな研究機関を、いわば営業訪問した。現在

までの人脈の大半はこの時期に培われたといっても

過言ではない。個人的にはその後第一線を退いたが、

関わりを持ったメンバーの継続的な努力の結果、ま

だ課題は残ってはいるが、現在両方ともに製品素材

としてユーザー採用がかなった様子である。

一方で同時期他の研究機関の開発研究アイテムも

目にする機会があったが、非常に優れた性能を示す

素材がなかなかユーザーからよい評価を得ない、と

いう事例を多く目にすることがあった。多少使い古

された言葉ではあるが、「一番じゃなければいけな

いのか」ではなく、「一番でもダメ」というシチュ

エーションが数多くあるということである。
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第三期（～２０１０年頃まで）

その後大手シンクタンクに籍を移し官庁などの公

的機関の調査案件をこなすとともに、民間企業の技

術コンサルを担当した。これら業務を通じて分かっ

たことが二つある。一つは社会動静とそれに連動し

た技術・素材動向には大きな波があり潮目が変わる

瞬間というものが存在することである。例えば、今

から２０年前は誰も携帯電話を所有していなかったが、

今や小学生までが持つ必需品である（１９９３年時の所

有率は３％程度、現在は９５％以上）。このようなマ

クロな潮流を捉えることが重要である。（逆に言え

ば、携帯電話は既に成熟産業の域に達しており、今

後新たな潮流が生まれる可能性がある。）

もう一つは発展する素地を持つ企業は普遍的に現

有技術・素材の展開を常に大きな課題としている、

ということである。つまり、見た目全く異なる業種

に転身する場合でも、根底にはこれまで培ってきた

人材・技術・素材を活かして取り組んでいくという

努力が大切である、ということである。化粧品や種

苗産業に展開を図っている企業例などを想定すれば、

この構図は理解しやすいであろう。

このような視点から考えると、先の非常に優れた

素材が日の目を見ない現象、ということも理解でき

る。一つには開発研究者の掲げた目標に拘束され、

社会的ニーズが少ないあるいは既に潮流から外れた

分野で最高性能を示すことに捉われ、それ以外の分

野への適用が他人には想像できない境地にまで研究

レベルあるいは素材性能を高めている可能性、そし

て二つ目は、関連して、潜在ユーザーの保有技術の

活用ができない製品・素材にしてしまっている可能

性である。

シンクタンクでの業務は、これまで気づかずに有

形無形に自分の発想を縛っていた箍というものを取

り外す役割があった。研究あるいは生活環境を変え

ることの重要性がここにある、と考えている。

いまのこと

研究者はその性癖上、自分の立てた目的・目標の

達成に拘ることが多い。またそれに関連した情報収

集には熱心である。しかしながらこれはいわばミク

ロな視点での研究ということができる。勿論研究

ターゲットとしている技術・素材の限界を知ること

は必要不可欠な研究アイテムである。しかしそれは

理屈として認識できることが重要であり、実証する

ことはまた別問題である。方法論が確立しているの

であれば、それを実証するのは他人に任せてもよい。

それよりも対象としている技術・素材がどのような

可能性を保有しているものなのかを多面的な視野で

捉え、研究領域を展開できるよう可能性を高めるこ

とと、一方でマクロな潮流がどの方向を向いている

かを分析し、長期にわたってより必要性が高い分野

を見極めることが重要である。マスコミでは短期的

かつミクロな現象が取り上げられことが多いが、こ

れに流されず、人間や技術の必然としてのマクロな

潮流をどう認識するかが、研究者の責務である。

これからのこと

研究分野が細分化し、さらに進展が早くなってき

ている現在、企業研究者あるいは管理者と話をして

いてしきりに話題になるには、『目利き』という言

葉である。机上の空論ではなく実直に方向性を示唆

してくれる人物が求められているということである。

しかしながら、３月１１日に震災でも再認識されたこ

とではあるが、人は結局のところ自分の経験からし

か説得力のある話はできない。従ってこれからの研

究者はこれまで以上にいろいろな経験をすることが

求められる。もっとも自分でできる経験には時間と

空間の限界がある。座学でこれらを補うには、逆説

的であるが相当の経験が必要になる。従って、二次

的には多くの人と交わることで疑似経験を会得する

ことが需要になる。ともかくも、今いる環境から外

に出る努力を普遍的にこなさねばならない。

最後に研究に携わる人間として認識しておかねば

ならない重要なことは、その研究に関わる人が、家

族や学生も含めて、幸福でなければならないという

ことである。勿論数十年を経過して後に評価される

研究や技術もあるであろう。しかし可能であるなら

ば生きている間も幸せであってほしいと願うことは

悪いことではない。またそのためには、自力でマク

ロな潮流を構築する構想力も必要である。
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